
 調査結果のポイント 

＜消費税増税について＞ 

「キャッシュレス決済によるポイント還元」は、半数が実際に効果があると回答 

・ 消費税増税に伴う負担軽減策の認知度を尋ねたところ、「キャッシュレス決済によるポイント還元」

が 91.8％と最も高く、次いで「軽減税率の導入」（90.7％）、「プレミアム付商品券の発行」（74.1％）

などとなった。 

・ 実際に効果があると思う負担軽減策について尋ねたところ、「キャッシュレス決済によるポイント還

元」が 51.0％と最も高く、次いで「軽減税率の導入」（45.3％）、「自動車税率の引き下げ」（16.2％）

などとなった。一方で、「負担軽減につながるものはない」との回答も 18.0％あった。 

消費税増税後、支出を抑えたいものは外食がトップ 

・ 消費税増税を見据えて購入したものについて尋ねたところ、「日用品」が 39.8％と最も高く、次いで

「酒類」（17.5％）、「衣料品」（12.9％）などとなった。一方で、「増税を見据えて購入したものはな

い」との回答も 35.0％あった。 

・ 消費税増税後に、抑えたい（抑えている）支出について尋ねたところ、「外食」が 42.3％と最も高く、

次いで「衣料品」（22.7％）、「娯楽・教養」（20.7％）などとなった。一方で、「支出を抑えていない」

との回答が 36.2％あった。 

＜キャッシュレス決済について＞ 

キャッシュレス派と現金派の割合は、ほぼ半々 

・ 日頃の買い物での主な決済手段について尋ねたところ、「キャッシュレス決済を優先しているが、現

金決済も使う」が 45.4％と最も高く、次いで「現金決済を優先しているが、キャッシュレス決済も使

う」（43.8％）となった。また、キャッシュレス派と現金派の割合は、ほぼ半々となった。 

・ 主に利用しているキャッシュレス決済の方法を尋ねると、全体で最も利用が多かったのが「クレジッ

トカード」で 79.5％、次いで「カード型の電子マネー」（53.4％）、「スマートフォン決済（バーコー

ド・二次元コード型）」（30.5％）などとなった。 

・ キャッシュレス決済の問題点について尋ねたところ、全体で「セキュリティ」が 65.4％と最も高く、

次いで「お金を使っている感覚がせず、使いすぎてしまうこと」（50.3％）、「盗難や紛失」（49.9％）

などとなった。 

＜お問い合わせ先＞              

一般財団法人 長野経済研究所 電話：026-224-0501 

  担当：調査部 上席研究員 粂
くめ

井
い

 裕至 

研究員 佐藤 翔胤 

  

 

 

 

 

本調査は、県内の消費動向や消費意識に関わるテーマに対する考え方を分析するため、県内 1,000 世帯を対象に実施

している（年４回、３カ月ごと実施）。調査の概要については、最終項をご覧ください。 
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＜消費税増税について＞ 

◆ 「キャッシュレス決済によるポイント還元」は、半数が実際に効果があると回答 

・ 消費税増税に伴う負担軽減策の認知度を尋ねたところ、図表１のように「キャッシュレス決済に

よるポイント還元」が 91.8％と最も高く、次いで「軽減税率の導入」（90.7％）、「プレミアム付

商品券の発行」（74.1％）などとなった。 

・ 実際に効果があると思う負担軽減策では、図表２のように「キャッシュレス決済によるポイント

還元」が 51.0％と最も高く、次いで「軽減税率の導入」（45.3％）、「自動車税の引き下げ」（16.2％）

などとなった。一方で、「負担軽減につながるものはない」との回答も 18.0％あった。 

・ 実際に効果があると思う負担軽減策を年代別でみると（図表３）、「キャッシュレス決済によるポ

イント還元」や「軽減税率の導入」に大きな差はなかったが、「プレミアム付商品券の発行」や「幼

児教育・保育の無償化」は、対象となる世帯が多い 30 代の割合が高かった。一方、「負担軽減に

つながるものはない」は 40～60 代の割合が高かった。 

 

図表１ 消費税増税に伴う負担軽減策の認知度 

91.8

90.7

74.1

60.2

33.6

29.9

24.2

11.0

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

キャッシュレス決済によるポイント還元

軽減税率の導入

プレミアム付商品券の発行

幼児教育・保育の無償化

年金生活者支援給付金

自動車税率の引き下げ

住宅ローン控除の期間延長

自動車購入時に支払う環境性能割の１％軽減

知っているものはない

（n=1,000）
複数回答のため

合計は100%にならない

（％）

 

図表２ 実際に効果があると思う負担軽減策 

51.0

45.3

16.2

14.3

8.4

4.0

2.6

2.5

10.7

18.0

0.0 20.0 40.0 60.0

キャッシュレス決済によるポイント還元

軽減税率の導入

自動車税率の引き下げ

プレミアム付商品券の発行

幼児教育・保育の無償化

年金生活者支援給付金

住宅ローン控除の期間延長

自動車購入時に支払う環境性能割の１％軽減

わからない

負担軽減につながるものはない

（n=1,000）

複数回答のため

合計は100%にならない

（％）
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図表３ 実際に効果があると思う負担軽減策（年代別） 

 

51.3

46.2

21.4

14.5

19.7

2.6

6.0

5.1

10.3

11.1

54.9

49.6

21.8

29.3

27.1

2.3

5.3

3.0

11.3

11.3

50.0

47.3

13.4

6.7

7.1

2.2

3.1

2.2

12.1

19.6

48.8

41.4

14.8

12.7

1.6

2.9

1.2

0.4

12.3

21.3

52.6

41.8

10.7

14.3

2.0

7.1

0.5

1.0

6.6

21.9

50.0

51.2

24.4

15.1

1.2

9.3

1.2

8.1

11.6

15.1

0.0 20.0 40.0 60.0

キャッシュレス決済による

ポイント還元

軽減税率の導入

自動車税率の引き下げ

プレミアム付商品券の発行

幼児教育・保育の無償化

年金生活者支援給付金

住宅ローン控除の期間延長

自動車購入時に支払う

環境性能割の１％軽減

わからない

負担軽減につながるものはない

20代以下（n=117）

30代（n=133）

40代（n=224）

50代（n=244）

60代（n=196）

70代以上（n=86）

（％）

複数回答のため

合計は100％にならない
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 日用品の駆け込み需要が目立ったが、３割超は駆け込みをせず 

・ 消費税増税を見据えて購入したものを尋ねると、図表４のように「日用品」が 39.8％と最も高く、

次いで「酒類」（17.5％）、「衣料品」（12.9％）などとなった。「日用品」に駆け込み需要がみられ

た他は、目立った品目はなく、「購入したものはない」も 35.0％あった。 

・ １年前に行った同様の調査と比較してみると、「増税を見据えて購入したものはない」が 55.5％

から 35.0％へ 20.0 ポイント減少している。品目でみてみると、「日用品」が 29.1 ポイントと大

幅に増加し、「酒類」も 10.4 ポイント増加した。 

・ また、消費税増税を見据えて購入したものを年代別でみると（図表５）、最も多かった「日用品」

は 20代以下～40代の割合が高かった。「増税を見据えて購入したものはない」は 50～70 代以上

の割合が高かった。 

図表４ 消費税増税を見据えて購入したもの 

39.8

17.5

12.9

9.3

6.5

6.1

6.1

5.0

4.9

4.4

4.2

3.9

3.8

3.5

3.4

3.0

1.8

0.3

3.4

35.0

10.7

7.1

8.5

8.2

11.0

8.0

5.2

6.4

2.8

1.1

4.9

6.0

1.2

5.4

3.0

1.8

0.3

1.1

55.5

0.0 20.0 40.0 60.0

日用品

※1 酒類

衣料品

食料品

自動車

白物家電製品

(冷蔵庫・洗濯機等) 

その他家電製品

(掃除機・レンジ・カメラ等) 

情報家電製品

(パソコン・スマホ・タブレット等) 

娯楽・教養

(旅・レジャー・スポーツ・趣味・本等) 

たばこ

家具・インテリア

AV機器

(テレビ・オーディオ等) 

外食

飲料品（アルコール類除く）

リフォーム

衣料品以外の服飾品

(時計・宝飾品・バッグ等) 

住宅・マンション

バイク等

その他

※2 増税を見据えて購入したものはない

19年10月調査（n=1,000）

18年10月調査（n=1,000）

増税前に購入したいもの

（n=1,000）

複数回答のため

合計は100%にならない

（％）

※1 18年10月調査では

「飲料（アルコール類含む）」で調査

※2 18年10月調査では

「購入の予定はない」で調査
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図表５ 消費税増税を見据えて購入したもの（上位 10項目）（年代別） 

50.4

10.3

18.8

8.5

6.0

7.7

9.4

6.0

9.4

3.4

26.5

51.9

16.5

17.3

11.3

9.8

7.5

6.8

6.0

8.3

4.5

24.1

44.2

17.0

15.2

12.5

5.4

5.4

5.8

4.9

4.0

7.6

31.3

33.6

17.6

9.4

6.1

7.4

7.0

4.5

4.1

3.7

3.3

42.6

32.1

22.4

9.7

7.1

5.1

5.6

5.6

5.6

3.6

3.6

39.8

30.2

18.6

9.3

12.8

5.8

2.3

7.0

3.5

2.3

2.3

40.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

日用品

酒類

衣料品

食料品

自動車

白物家電製品

（冷蔵庫・洗濯機など）

その他家電製品

（掃除機・レンジ・カメラなど）

情報家電製品（パソコン・

スマホ・タブレットなど）

娯楽・教養（旅行・レジャー・

スポーツ・趣味・本など）

たばこ

増税を見据えて

購入したものはない

20代以下（n=117）

30代（n=133）

40代（n=224）

50代（n=244）

60代（n=196）

70代以上（n=86）

（％）

複数回答のため

合計は100％にならない
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◆ 消費税増税後、支出を抑えたいものは外食がトップ 

・ 消費税増税後に、抑えたい（抑えている）支出について尋ねたところ、図表６のように「外食」

が 42.3％と最も高く、次いで「衣料品」（22.7％）、「娯楽・教養」（20.7％）などとなった。 

・ 一方で、「支出を抑えていない」は 36.2％となった。 

 

図表６ 消費税増税後に抑えたい（抑えている）支出 

42.3

22.7

20.7

16.7

15.9

15.2

13.9

13.3

13.2

11.4

10.5

9.2

9.2

5.0

2.9

36.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

外食

衣料品

娯楽・教養（旅行・レジャー・

スポーツ・趣味・本など）

日用品費

酒類・たばこ代

光熱費

食料品費

衣料品以外の服飾品

（時計・宝飾品・バッグなど）

家電製品

家具・インテリア

自動車関係費

交通費

通信費

飲料品費（酒類除く）

住居費

支出を抑えていない

（n=1,000）

複数回答のため
合計は100%にならない

（％）
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＜キャッシュレス決済について＞ 

◆ キャッシュレス派と現金派の割合は、ほぼ半々 

・  日頃の買い物での主な決済手段について尋ねたところ、図表７のように「キャッシュレス決済を

優先しているが、現金決済も使う」が 45.4％と最も高く、次いで「現金決済を優先しているが、

キャッシュレス決済も使う」（43.8％）となった。また、キャッシュレス派と現金派の割合は、ほ

ぼ半々となった。 

・  主に利用しているキャッシュレス決済の方法を尋ねると（図表８）、全体で最も利用が多かったの

が「クレジットカード」で 79.5％、次いで「カード型の電子マネー」（53.4％）、「スマートフォ

ン決済（バーコード・二次元コード型）」（30.5％）などとなった。 

・  「クレジットカード」はいずれの層でも最も高い。また、「スマートフォン決済」は、キャッシュ

レス決済を優先して利用している層ほど高くなっている。 

図表７ 現在の決済手段 

 

3.6 45.4 43.8 7.2

キャッシュレス決済のみ
キャッシュレス決済を優先しているが、現金決済も使う
現金決済を優先しているが、キャッシュレス決済も使う
現金決済のみ

（n=1,000）

（％）

キャッシュレス派 現金派

 

図表８ 主に利用しているキャッシュレス決済方法（決済手段別） 

79.5

53.4

30.5

21.2
16.7

5.7
0.1

88.9

55.6

47.2

41.7

22.2

11.1

0.0

87.9

56.8

39.9

28.0

17.6

6.2
0.0

70.1

49.8

19.4
12.6 15.3

4.8
0.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

カ
ー
ド
型
の
電
子
マ
ネ
ー

（Su
ica

、
楽
天Ed

y

、n
an

aco

、W
A

O
N

な
ど
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
（バ
ー
コ
ー
ド
・二
次
元

コ
ー
ド
型
）

（楽
天
ペ
イ
、LIN

E P
a

y

、P
a

yPa
y

な
ど
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
（非
接
触IC

型
）

（QU
IC

P
a

y

、
モ
バ
イ
ルSu

ica

、
楽
天Ed

y

な
ど
）

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

仮
想
通
貨

全体（n=928）

キャッシュレス決済のみ（n=36）

キャッシュレス決済を優先しているが、

現金決済も使う（n=454）

現金決済を優先しているが、キャッ

シュレス決済も使う（n=438）

（注）複数回答のため合計は100%にならない

（％）
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 キャッシュレス決済の問題点は「セキュリティ」が６割超 

・  キャッシュレス決済の問題点について尋ねたところ、図表９のように、全体では「セキュリティ」

が 65.4％と最も高く、「お金を使っている感覚がせず、使いすぎてしまうこと」（50.3％）、「盗難

や紛失」（49.9％）と続いた。 

・  これを、キャッシュレス派と現金派に分けてみると、「セキュリティ」はいずれも最も高い結果と

なった。「お金を使っている感覚がせず、使いすぎてしまうこと」は、現金派がキャッシュレス派

に対し 25.4 ポイント高かった。「キャッシュレス決済を利用できる店舗やサービスが限られる点」

は、キャッシュレス派が現金派に対し 16.9 ポイント高くなった。 

 

図表９ キャッシュレス決済の問題点 

 

65.4

50.3

49.9

36.3

29.1

22.6

18.1

12.5

6.4

1.3

65.9

37.3

48.4

44.9

33.7

20.0

16.3

10.6

7.6

1.6

64.9

62.7

51.4

28.0

24.7

25.1

19.8

14.3

5.3

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

セキュリティ（不正利用など）

お金を使っている感覚がせず、

使いすぎてしまうこと

盗難や紛失（カード、スマートフォンなど）

キャッシュレス決済を利用できる店舗や

サービスが限られる点

災害時に利用できない可能性がある点

残高やパスワードなど管理がしにくい点

利用に際して手続きが面倒、

使い方が分かりにくい点

利用にあたり準備が必要になる場合がある点

（クレジットカードの作成やスマートフォンの保有

など）

特になし

その他

全体（n=1,000）

キャッシュレス派（n=490）

現金派（n=510）

（％）

（注）複数回答のため合計は100％にならない

 

以上 
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【調査の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 四捨五入の関係で、合計が 100％にならない場合がある。 

 

 

 

「消費動向調査」アンケート実施概要 
 

調査時期： 2019 年 10 月上旬～中旬 
 

調査対象： 長野県内在住の 1,000 世帯 
 

回答属性： 単独世帯 182 世帯 
        二人以上世帯 818 世帯 
 

性 別 男性 46.6 ％ 女性 53.4 ％ 
年齢別 
 

20 代以下 11.7 ％ 
30 代 13.3 ％ 
40 代 22.4 ％ 
50 代 24.4 ％ 
60 代 19.6 ％ 
70 代以上 8.6 ％ 

                
調査方法： インターネット調査 


